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     大塚だより 
大田区立調布大塚小学校 

校長 玉野 麻衣 

〇 感染症対策について 

・引き続きインフルエンザの流行が確認されています。本校では、常時換気を行い感染予防に努めてい

ますが、室内でも寒さを感じることがありますので、衣服の着脱で調節ができるようにご協力ください。 

〇 教育実習１名が、11月６日（月）～17日（金）の期間、本校で実習を行います。 

〇 鳥取県日吉津村の教員１名が、11月 13日（月）～17日（金）の期間、本校で研修を行います。 

１１月の生活目標 

「友達を大切にしよう」 

〇 １１月はふれあい月間です。友達に感謝の気持

ちを伝え、相手のことも大切にしましょう。日頃

の悩みや不安に感じていることは、すぐに先生や

家族など、身近な大人に相談しましょう。 

 

１１月の保健目標 

「姿勢を正しくしましょう」 
〇 「いい姿勢」とは座っているときは背筋を伸ば

し、いすに深く腰掛け、足の裏をしっかり床につ

けます。立つときも背筋を伸ばし、力を抜いて肩

の高さをそろえると良いでしょう。 

学び続ける存在であること 

校長 玉野 麻衣 

 先日の運動会は、多くの皆様にご参観いただきありがとうございました。最後まであきらめないで走

り抜ける子どもたち、全身を大きく動かして集団演技を魅せる子どもたち、温かい声援をたくさん受け

た子どもたちの自信に満ちた姿にとても感銘を受けました。一人でできないことも、みんなで力を合わ

せれば成し遂げられる、というたくさんの経験を、これからの学校生活に生かして、さらに成長してい

くことと思います。当日の受付や会場整理、片付けなど、多くの方にご協力いただいたことも、改めて

感謝申し上げます。大人も子どももみんなで協力して創り上げた眩しい時間となりました。 

 

さて、「令和の日本型学校教育」の実現に必要な「新たな教師の学びの姿」について、「高度な専門職

である教師は、自己の崇高な使命を深く自覚し、絶えず研究と修養に励み、その職責の遂行に努める義

務を負っており、学び続ける存在であることが社会からも期待されている」とした上で、次のように示

されています。 

〇 変化を前向きに受け止め、探究心をもちつつ自律的に学ぶという「主体的な姿勢」 

〇 求められる知識技能が変わっていくことを意識した「継続的な学び」 

〇 強みを伸ばすための、一人一人の教師の個性に即した「個別最適な学び」 

〇 他者との対話や振り返りの機会を確保した「協働的な学び」 

 「個別最適な学び・協働的な学び」とは子どもたちの学びとしてよく言われることですが、子どもた

ちの学びに限ったことではない、ということです。11月は、教育実習生が 2週間、鳥取県日吉津村の教

員が実践研修で 1週間、来校する予定です。本校の教員も大いに刺激を受けながら、学びを深めること

と思います。私たちは、いつも学び続ける存在でありたいと思います。 

 



HPアドレス https://www.ota-school.ed.jp/choufuootsuka-es/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生より 

３年担任   

２学期になり、グループやチームで活動していく場面で大きな成長を感じます。運動会では、友達と一緒

に体を動かすことや、考えた動きをみんなで合わせることの楽しさを表現しました。グループで集まって、

「こんな跳び方ができるよ」「このポーズはどう？」と、どんな跳び方ができるか相談したり、アドバイスを

したりしながら少しずつ練習を重ねました。動きが揃うと「やった！できた！」と友達と喜びを分かち合う

姿が見られました。本番では練習の成果を十分に発揮することができたのではないかと思います。 

日々の授業の中でも、ノートやタブレット、付箋等、様々なツールを使いながら、得意なことを生かして

協働的に課題を解決しようという前向きな姿勢が見られています。これからも、学習への理解や関心を高め

ていくと同時に、友達と共に学ぶことの楽しさや学びの深まりを感じることができるように指導してまいり

ます。 

移動教室を終えて 

６年担任   

小学校生活最初で最後の移動教室。①自然に親しむ②友達のよさに気付き、かかわりを深める③基本的生

活習慣の定着を図る。この３つの目的に加え、「自分たちの移動教室、自分たちの力で最高の思い出にしよう」

と、子ども同士で話し合いながら準備を進めました。池ノ平湿原ハイキング、星空観察、宿舎での集団生活、

バス移動、富岡製糸場見学、すべての行程が子どもたちの学びになりました。何度も伝えていたことは「自

分たちで動くために、しおりをよく読む」「場所が変わっても、学校で学んでいることを意識して行動する」

ということでした。班長を中心に友達同士で協力して動き、講師の先生方や宿舎の方、バスガイドさんの話

を熱心に聞き、自ら学ぼうとする姿がたくさん見られました。帰校式の代表の言葉で「移動教室で学んだこ

とをそのままにせず、日常に生かす」とありました。その言葉通り、日々の授業や自身、行事への取り組み

から、子どもたち一人一人の大きな成長が感じられます。 

卒業まで半年です。移動教室での学びを繋げ、最高な学年を目指し卒業までの日々を充実させてほしいと

思います。 

運動会の様子 

天気にも恵まれ、無事に運動会が実施されました。今年度からは全校児童と保護者が同時に鑑賞するスタ

イルに戻り、会場は大きな声援に包まれました。保護者の皆様、地域・近隣の皆様、運動会の実施にご理

解・ご協力いただきありがとうございました。 

   


